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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月6日(2018.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒドロクロロフルオロオレフィンと、不飽和基または－ＯＨ基で置換されたベンゼン環
を含むフリーラジカル捕捉剤から選択される安定剤とを含む、組み合わせ。
【請求項２】
　前記ヒドロクロロフルオロオレフィンが、１２３３ｚｄ（ＣＦ3－ＣＨ＝ＣＨＣｌ）、
１２３３ｘｆ（ＣＦ3－ＣＣｌ＝ＣＨ2）およびそれらの混合物からなる群から選択される
、請求項１に記載の組み合わせ。
【請求項３】
　不飽和基または－ＯＨ基で置換されたベンゼン環を含むフリーラジカル捕捉剤から選択
される前記安定剤が、α－メチルスチレン、リモネンオキシド、ｐ－メトキシフェノール
、４－ｔｅｒｔ－ブチルカテコール、２，６－ジ－ｔｅｒｔブチルフェノールおよびそれ
らの混合物からなる群から選択される、請求項１または２に記載の組み合わせ。
【請求項４】
　前記安定剤が、１～５０，０００ｐｐｍの量で存在する、請求項１～３のいずれかに記
載の組み合わせ。
【請求項５】
　前記安定剤が、１００～１，０００ｐｐｍの量で存在する、請求項１～３のいずれかに
記載の組み合わせ。
【請求項６】
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　ヒドロクロロフルオロオレフィンと、不飽和基または－ＯＨ基で置換されたベンゼン環
を含むフリーラジカル捕捉剤から選択される安定剤とを含む、熱伝達流体組成物。
【請求項７】
　前記ヒドロクロロフルオロオレフィンが、１２３３ｚｄ（ＣＦ3－ＣＨ＝ＣＨＣｌ）、
１２３３ｘｆ（ＣＦ3－ＣＣｌ＝ＣＨ2）およびそれらの混合物からなる群から選択される
、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　不飽和基または－ＯＨ基で置換されたベンゼン環を含むフリーラジカル捕捉剤から選択
される前記安定剤が、α－メチルスチレン、リモネンオキシド、ｐ－メトキシフェノール
、４－ｔｅｒｔ－ブチルカテコール、２，６－ジ－ｔｅｒｔブチルフェノールおよびそれ
らの混合物からなる群から選択される、請求項６または７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記安定剤が、１～５０，０００ｐｐｍの量で存在する、請求項６～８のいずれかに記
載の組成物。
【請求項１０】
　前記安定剤が、１００～１，０００ｐｐｍの量で存在する、請求項６～８のいずれかに
記載の組成物。
【請求項１１】
　Ｅ－１２３３ｚｄおよび前記安定剤の１４０℃での２４時間のエイジング後に、０．１
重量％未満のＺ－１２３３ｚｄが形成する、請求項７～９のいずれかに記載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
実施例９～１９
　Ｅ－１２３３ｚｄと０．１重量％の表７に示す安定剤とを含有するオートクレーブを１
５０℃で１０日間エイジングし、次いでガスクロマトグラフにより分析して、Ｚ－１２３
３ｚｄの量を定量した。表７中のデータは、二重反復試験の平均である。
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